
○
文
化
の
秋
が
深
ま
り
ま
し
た

　
本
村
か
ら
も
選
手
や
役
員
が
参
加
し
て
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
ぎ
ふ
清
流
国
体
、
ぎ
ふ
清
流

大
会
が
閉
幕
し
、
村
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
か
ら
文

化
・
芸
術
の
秋
へ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
も
れ
び
の
里
で
は
今
月
二
日
・
三
日
と
東
白
川
村
文
化
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
三
日
に
は
芸
能
発
表
会
も
行
わ
れ
、
文
化
協
会

員
が
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
月
号
の
特
集
で

は
、
日
々
研
鑽
を
重
ね
て
い
る
こ
の
文
化
・
芸
能
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
役
場
庁
舎
前
で
は
菊
友
会
主
催
に
よ
る
菊
花
展
が
開
催
さ

れ
見
事
な
菊
を
展
示
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
行
事
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
来
場
し
て
頂

い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
恒
例
の
秋
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
す

　
村
の
産
業
祭
で
あ
る
「
秋
フ
ェ
ス
タ
」
が
十
八
日
に
こ
も
れ
び

の
里
で
行
わ
れ
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
農
産
物
品
評
会
に
沢

山
出
品
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
日
は
、
黒
川
東
白
川
ト
ン
ネ

ル
の
開
通
を
記
念
し
て
黒
川
箱
岩
太
鼓
の
演
奏
や
黒
川
の
物
産
販

売
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
秋
の
一
日
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

○
平
に
新
た
な
買
い
物
の
場
が

　
先
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
旧
風

花
屋
」
に
つ
い
て
は
、
㈲
マ
ツ
オ
カ
と
の
賃
貸
借
契
約
が
整
い
ま

し
た
。
年
内
開
店
を
目
指
し
て
模
様
替
え
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
と
村
の
活
性
化
を
見
据
え
た
決
断

を
し
ま
し
た
の
で
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
季
節
は
い
よ
い
よ
冬
本
番
を
迎
え
ま
す
。
最
近
は
日
中
も
冷
え

込
む
事
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
体
調
に
は
十
分
に
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
ま

す
の
で
積
極
的
に
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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今月の村長室から

○10月13日に行なわれた保育園運動会の様子。息を合わせて綱を引く園児		
　の表情から一生懸命な様子が伝わってきました。



　
恒
例
の
村
の
文
化
祭
が
十
一
月
二
日
・

三
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
は
な
の
き
会

館
・
別
館
を
会
場
に
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
成

果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

○
文
化
展

　
別
館
で
は
二
日
間
を
通
じ
て
、
写
真
や

手
芸
作
品
、
貼
り
絵
、
絵
手
紙
、
歌
集
、

生
け
花
な
ど
会
員
の
作
品
の
ほ
か
、
小
中

学
生
や
一
般
か
ら
の
応
募
作
品
が
並
べ
ら

れ
、
来
場
者
は
興
味
深
そ
う
に
鑑
賞
し
て

い
ま
し
た
。

○
芸
能
発
表

　
文
化
の
日
で
あ
る
二
日
目
に
は
本
館

ホ
ー
ル
で
芸
能
発
表
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
民
謡
、
舞
踊
、
詩
吟
な
ど
会
員
に
よ

る
熱
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
観
客
か
ら
は

惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
別
出
演
で
は
恒
例
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
や
ひ
ま
わ
り
の
会
の
皆
さ
ん
の

ほ
か
、
今
回
は
小
学
生
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

Ｈ
Ｓ
Ｋ
11
の
出
演
も
あ
り
、
よ
り
幅
広
い

世
代
の
出
演
者
・
来
場
者
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
最
後
は
会
場
全
員
で
楽
し
く
東
白
川
音

頭
を
踊
り
、
最
後
ま
で
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

○
感
謝
状
・
功
労
者
表
彰
（
敬
称
略
）

　
芸
能
発
表
の
開
会
式
で
は
、
長
年
サ
ー

ク
ル
の
指
導
を
さ
れ
た
方
へ
の
感
謝
状
授

与
、
ま
た
長
年
サ
ー
ク
ル
活
動
に
励
み
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
功
労
者
へ
の
表
彰
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

・
感
謝
状

　
池
戸
愛
子
（
郡
上
市
）

・
功
労
者
表
彰

　
今
井
米
子
（
木
の
実
会
・
大
口
）

　
安
江
利
美
（
華
道
ク
ラ
ブ
・
神
付
）

　
今
井
清
子
（
華
道
ク
ラ
ブ
・
神
付
）

　
村
雲
美
佐
栄
（
華
道
ク
ラ
ブ
・
曲
坂
）

　
松
島
あ
さ
ゑ
（
美
寿
登
会
・
中
谷
）

　
村
雲
房
子
（
美
寿
登
会
・
大
口
）

　
田
口
友
子
（
民
謡
教
室
・
中
谷
）

　
安
倍
富
子
（
民
謡
教
室
・
西
洞
）

　
東
白
川
村
文
化
祭

今

年

の

活

動

成

果

を

披

露

　

　村の文化協会には、現在 200 名を超える皆さんが所属し各サークルで文化活動をし

ています。その活動成果は、毎年 11 月の東白川村文化祭で村民に披露されます。

　今月は文化の秋特集として、盛んに活動を行う文化協会の皆さんをご紹介します。

　文化の秋特集

　 趣 味 を 通 じ て 仲 間 作 り　

作品を鑑賞する来場者

ともに盆踊りを楽しむ出演者・来場者

表彰を受けた皆さん



■
華　

道　

ク　

ラ　

ブ
■
…
十
四
人

代
表
…
早
瀬
智
登
子
　
７
８
‐
２
２
０
３

　
草
花
の
美
し
さ
を
花
器
の
上
で
表
現
す

る
芸
術
、
華
道
を
楽
し
み
ま
す
。

　
毎
年
恵
那
市
で
行
な
わ
れ
る
春
秋
の
生

け
花
大
会
を
始
め
と
し
て
、
様
々
な
催
し

に
作
品
を
出
品
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
師
匠
の
下
で
個
人

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

■　

木　

の　

実　

会　

■　

…
十
一
人

代
表
…
今
井
光
彦
　
７
８-

２
１
８
７

　
五
・
七
・
五
・
七
・
七
で
心
情
を
つ
づ
る
短

歌
の
会
で
す
。
月
に
一
回
郡
上
市
の
池
戸

愛
子
先
生
に
作
品
を
送
り
、
指
導
を
受
け

て
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
作
品
は
春
秋
の
歌
会
で
会
員
同
士
交
流

し
た
り
、
定
期
的
に
ま
と
め
て
歌
集
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
番
組
へ
提
供
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■　

美　

寿　

登　

会　

■　

…
五
人

代
表
…
早
瀬
智
登
子
　
７
８
‐
２
２
０
３

　
こ
の
会
で
は
舞
踊
を
中
心
と
し
た
練
習

を
通
じ
て
、
健
康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
毎
週
木
曜
日
、
は
な
の
き
会
館
（
夏
）

と
役
場
別
館
四
階
の
大
集
会
室
（
冬
）
で

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

■
東
白
川
村
歌
舞
伎
保
存
会
■
…
三
十
人

代
表
…
熊
澤
健
　
７
８
‐
３
０
１
６

　
村
の
伝
統
文
化
「
郷
土
歌
舞
伎
」
を
伝

承
す
る
た
め
、
毎
年
秋
の
公
演
や
そ
れ
に

向
け
て
の
練
習
、
子
ど
も
歌
舞
伎
教
室
の

実
施
な
ど
を
通
じ
て
後
継
者
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
九
月
十
六
日
、
は
な
の
き
会
館
で
行
な

わ
れ
た
三
十
六
回
目
の
公
演
も
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

■　

将　

棋　

ク　

ラ　

ブ　

■
…
八
人

代
表
…
安
江
英
之
　
７
８
‐
２
９
８
４

　
将
棋
を
楽
し
む
こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、

年
明
け
の
新
春
将
棋
大
会
で
そ
の
腕
を
競

い
ま
す
。
練
習
は
主
に
個
人
で
行
な
い
ま

す
が
、
会
員
宅
で
練
習
会
を
催
し
交
流
を

図
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■　

民　

謡　

教　

室　

■　

…
八
人

代
表
…
今
井
勝
子
　
７
８
‐
２
１
８
７

　
民
謡
を
楽
し
む
こ
の
教
室
で
は
、
普
段

の
練
習
の
ほ
か
、
他
市
町
村
の
教
室
と
合

同
発
表
会
で
の
交
流
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
施
設
慰
問
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
練
習
は
毎
月
第
一
、
第
三
金
曜
日
に
越

原
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

■　

貼　

絵　

ク　

ラ　

ブ　

■
…
五
人

代
表
…
田
口
良
子
　
７
８
‐
２
２
２
９

　
主
に
様
々
な
色
の
布
片
を
台
紙
に
貼
り

合
わ
せ
た
「
貼
り
絵
」
の
製
作
を
楽
し
む

ク
ラ
ブ
で
す
。

　
普
段
は
各
個
人

で
絵
を
製
作
し
、

年
に
三
回
野
菜
村

食
堂
内
に
展
示
し

て
い
ま
す
。
文
化

祭
へ
の
出
展
作
品

は
、
越
原
地
域
集

会
所
に
集
ま
っ
て

製
作
し
て
い
ま

す
。

サ

ー

ク

ル

紹

介

木の実会短歌集

野菜村店内の展示作品

9 月の公演の一場面

文化展の出展作品

芸能発表の出演風景



■
あ
け
ぼ
の
俳
句
の
会
■　

…
七
人

代
表
…
今
井
幹
雄
　
７
８
‐
３
０
６
６

　
五
・
七
・
五
で
季
節
ご
と
の
情
景
を
表
現

す
る
俳
句
を
楽
し
み
ま
す
。

　
作
品
は
毎
月
つ
ち
の
こ
館
で
展
示
を
し

て
い
る
ほ
か
、
木
の
実
会
と
同
様
に
本
広

報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
番
組
へ
提
供
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

■　

山　

月　

会　

■　

…
九
人

代
表
…
村
雲
仁
美
　
７
８
‐
２
１
２
５

　
毎
月
二
回
、
水
曜
日
の
昼
と
夜
に
代
表

者
の
村
雲
さ
ん
宅
で
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
小
学
校
の
生
け
花
ク
ラ
ブ
の

指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
毎
月
二
・
三
回
、
小
・
中
学

校
の
玄
関
や
校
長
室
な
ど
で
活
け
込
み
奉

仕
を
し
て
い
ま
す
。

■
コ
ッ
ト
ン
ク
ラ
ブ
■
…
九
人

代
表
…
野
村
末
子
　
７
８
‐
３
０
６
５

　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
手
芸
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
普
段
は
各
家
庭
で
作
品
づ
く

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
文
化
祭
の
出

展
作
品
づ
く
り
や
芸
術
鑑
賞
で
会
員
同
士

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

■
桧
茶
太
鼓
保
存
会
■
…
十
一
人

代
表
…
今
井
邦
光
　
７
８
‐
２
１
２
２

　　

　
伝
統
の
桧
茶
太
鼓
を
伝
承
す
る
会
で
、

つ
ち
の
こ
フ
ェ
ス
タ
や
秋
フ
ェ
ス
タ
な
ど

の
ほ
か
、
村
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
数
多
く

出
演
し
て
い
ま
す
。

　
練
習
は
毎
週
火
曜
日
の
夜
に
は
な
の
き

会
館
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■　

若　

葉　

会　

■
…
八
人

代
表
…
苅
田
喜
美
子
　
７
８
‐
２
５
５
２

　
大
正
琴
の
演
奏
を
楽
し
む
サ
ー
ク
ル
で

す
。
県
や
全
国
の
演
奏
大
会
に
出
場
し
て

い
る
ほ
か
、
せ
せ
ら
ぎ
荘
の
施
設
慰
問
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
二
、
第
四
木
曜
日
に
五
葉
会
館
で
練

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
は
な
の
き
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
二
十
五
人

代
表
…
田
口
芳
宏
　
７
８
‐
２
３
４
３

　
写
真
撮
影
を
楽
し
む
こ
の
ク
ラ
ブ
で

は
、
県
内
外
で
の
撮
影
会
、
役
場
の
わ
く

わ
く
ス
ポ
ッ
ト
で
の
展
示
会
な
ど
、
写
真

を
通
し
た
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

が
募
集
す
る
村
内
で
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

へ
の
応
募
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
詩
吟
総
穂
流　

東
雲
支
部
■
…
七
人

代
表
…
村
雲
芳
樹
　
７
８
‐
２
１
３
８

　
名
古
屋
に
本
部
を
持
つ
総
穂
流
の
詩
吟

の
研
鑽
を
図
り
、
日
々
の
練
習
や
他
支
部

の
人
々
と
合
同
研
修
を
し
て
い
ま
す
。

つちのこ館に掲示された作品

中学校・来賓玄関の生花
和やかな練習風景

五葉会館で練習中

野菜村で四季をテーマに展示中



　
詩
吟
に
も
武
道
と
同
様
に
階
級
が
あ
り

毎
年
三
月
の
昇
殿
試
験
に
合
格
す
る
こ
と

で
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
普
段
の
練
習
は
毎
週
木
曜
夜
に
代
表
者

の
村
雲
さ
ん
宅
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
東
白
川
村
山
野
草
愛
好
会
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
二
十
三
人

代
表
…
糸
魚
川
節
子
　
７
８
‐
３
０
３
７

　
山
野
草
を
愛
で
る
皆
さ
ん
が
集
ま
る
愛

好
会
で
す
。

　
普
段
は
個
人
で
鉢
植
え
を
育
て
て
い
ま

す
が
、
年
に
一
度
寄
せ
植
え
や
視
察
旅
行

を
実
施
し
、
会
全
体
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
文
化
祭
で
は
育
成
し
た
鉢
植
え
の

展
示
や
、
即
売
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
絵
手
紙
教
室　

ど
ん
ぐ
り
の
会
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
十
二
人

代
表
…
今
井
桂
子
　
７
８
‐
２
１
２
０

　
絵
手
紙
を
描
い
て
楽
し
む
こ
の
教
室
で

は
、
月
に
一
回
勉
強
会
を
実
施
、
役
場
別

館
三
階
会
議
室
に
集
ま
り
楽
し
い
輪
の
中

で
絵
を
練
習
し
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
白
川
茶
屋
と
郵
便
局
に
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
白
川
女
声
合
唱
団　

爽
々
■
…
十
六
人

代
表
…
桂
川
の
ぞ
み
　
７
８
‐
２
５
７
９

　
村
と
白
川
町

の
女
性
に
よ
る

合
唱
団
で
す
。

　
県
の
合
唱
祭

や
コ
ン
ク
ー

ル
を
始
め
と
し

て
、
村
外
の
イ

ベ
ン
ト
を
中
心

に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
練
習
は
毎
週

土
曜
日
に
白
川
町
民
会
館
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
ナ
ウ
パ
カ
東
白
川
フ
ラ
ダ
ン
ス
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
十
八
人

代
表
…
田
口
澄
子
　
７
８
‐
２
０
４
６

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
こ
の
サ
ー
ク
ル

は
、
今
年
か
ら
文
化
協
会
に
所
属
し
本
格

的
な
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
練
習
は
、
月
二
回
を
目
安
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

○
子
ど
も
文
化
サ
ー
ク
ル

■　

瑞　

泉　

会　

■　

…
三
人

保
護
者
代
表
…
村
雲
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
８
︲
２
０
４
６

　
美
寿
登
会
の
早
瀬
智
登
子
さ
ん
が
指
導

す
る
子
ど
も
の
舞
踊
サ
ー
ク
ル
で
す
。
現

在
の
参
加
者
は
小
学
校
高
学
年
が
三
人
、

文
化
祭
で
観
客
を
前
に
堂
々
と
し
た
様
子

で
舞
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　
練
習
は
毎
週
土
曜
日
の
朝
九
時
か
ら
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
発
表
の
場
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

　
文
化
祭
は
、
村
民
を
中
心
に
多
く
の

人
々
に
文
化
活
動
が
披
露
さ
れ
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
会
員
か
ら
は
こ
の
発
表
の
場

に
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
来
て
ほ
し
い
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
文
化
協
会
会
長
の
田
口
芳
宏
さ
ん
は
、

「
皆
さ
ん
一
度
文
化
祭
や
練
習
に
来
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
新
た
な
趣
味
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

○
新
た
な
仲
間
を
募
集
中

　
現
在
文
化
協
会
で
は
十
九
の
サ
ー
ク
ル

が
活
動
中
で
、
二
百
人
を
超
え
る
方
が
趣

味
を
通
じ
て
仲
間
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　
ど
の
サ
ー
ク
ル
も
、
趣
味
を
共
有
す
る

新
た
な
仲
間
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
加

入
の
希
望
や
お
問
合
わ
せ
は
い
つ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
各
代
表
者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平成 22 年度岐阜県「秋の合唱祭」にて

今年の夏祭りにも出演

文化祭直前の練習風景

最

後

に

郵便局の展示作品



○
村
民
に
運
転
ル
ー
ル
の
呼
び
掛
け

　
　
　
　
　
　
　
―
交
通
法
令
講
習
会
―

　
十
月
六
日
、
は
な
の
き
会
館
で
行
な
わ

れ
た
講
習
会
で
は
、
駐
在
所
の
増
田
巡
査

部
長
に
よ
る
交
通
講
話
や
、
夜
間
・
悪
天

候
時
の
運
転
へ
の
注
意
を
促
す
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

上
映
な
ど
で
、
交
通
安
全
啓
発
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
白
川
町
演
劇

サ
ー
ク
ル
に
よ
る
啓
発
劇
を
上
演
。
飲
酒

運
転
が
引
き
起
こ
す
事
故
の
悲
惨
さ
を
迫

真
の
演
技
で
伝
え
ま
し
た
。

　
飲
酒
運
転
は
運
転
し
た
当
事
者
や
同
乗

者
の
他
、
見
過
ご
し
た
同
僚
や
お
店
の
方

も
刑
罰
の
対
象
で
す
。
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
よ
う
に
全
国
的
に
強
く
呼
び
掛

け
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
奉
仕
作
業
で
地
域
に
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
―
商
工
会
奉
仕
作
業
―

　　
二
十
三
年
目
と
な
る
商
工
会
の
奉
仕
作

業
が
十
月
七
日
に
村
内
十
九
ヶ
所
で
行
な

わ
れ
、
独
居
の
高
齢
者
の
お
宅
や
小
中
学

校
で
の
営
繕
、
主
要
道
路
の
清
掃
作
業
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
中
学
校
で
は
約
十
五
人
で
校
庭
周

り
の
植
え
木
の
剪
定
を
実
施
し
た
ほ
か
、

生
徒
の
安
全
に
配
慮
し
て
朽
ち
て
危
険
な

桜
の
枝
を
除
去
、
育
ち
過
ぎ
た
体
育
倉
庫

裏
の
ポ
プ
ラ
の
木
を
伐
採
し
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
全
会
員
参
加
の
「
地
域
に

貢
献
す
る
商
工
会
活
動
」
の
実
践
事
業
と

し
て
継
続
的
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
独
居

の
高
齢
者
を
始
め
と
し
て
多
く
の
方
に
感

謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
全
団
員
で
消
防
活
動
の
基
盤
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
―
消
防
団
秋
季
訓
練
―

　
十
月
十
三
日
、
小
学
校
校
庭
で
消
防
団

の
秋
季
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
団
員
約
七
十
名
は
一
月
五
日
の
出
初
式

に
向
け
、
礼
節
を
明
ら
か
に
し
規
律
の
保

持
に
努
め
る
通
常
点
検
と
、
車
両
や
ポ
ン

プ
な
ど
を
点
検
す
る
機
械
器
具
点
検
の
訓

練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
点
検
要
項
を
確
認
し
た
ほ

か
、
一
連
の
部
隊
行
動
を
通
じ
て
消
防
意

識
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
消
防
団
活
動
に

必
要
な
基
盤
づ
く
り
を
し
た
訓
練
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
く
な
る
季
節
で
す
。
皆
さ
ん
火
元
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
好
天
の
下
、
競
技
を
楽
し
む

―
第
十
一
回
秋
季
ペ
タ
ン
ク
大
会
―

　
十
月
十
五
日
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
秋
季
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
総
合
運
動
場
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
六
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ

か
ら
三
十
七
人
の
選
手
が
出
場
、
十
二

チ
ー
ム
で
試
合
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
四
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
リ
ー
グ

と
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
一
位
に
よ
る
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

・
優
勝
　
福
寿
会
Ｂ

・
準
優
勝
　
明
清
会
Ｂ

・
三
位
　
寿
会
Ｂ

　
ど
の
選
手
も
楽
し
ん
で
競
技
に
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
で
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

機械器具点検訓練の様子

できごと情報

競技を楽しむ参加者ら

中学校剪定後の掃き掃除

啓発劇の一場面
飲酒運転撲滅を訴える



○
子
育
て
お
母
さ
ん
の
交
流
会

―
清
流
し
ら
か
わ

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
―

　
十
月
十
九
日
、
は
な
の
き
別
館
で
本
村

と
白
川
町
、
中
津
川
市
加
子
母
に
よ
る
乳

幼
児
の
親
子
の
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
六
十
四
組
の
母
子
は
、
保
育
士
や
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
で
表
現
力
や
想

像
力
を
育
む
手
遊
び
や
体
操
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
別
で
の
交
流
で
は
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
上
手
な
叱
り
方
、
普
段
の

親
子
の
過
ご
し
方
な
ど
様
々
な
事
を
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、
白
川
町
で
の
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
自
然
案
内
人
の
心
得
を
学
ぶ

―
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
―

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と
は
自
然
を
目
や

耳
、
肌
で
感
じ
る
体
験
を
通
し
、
自
然
へ

の
理
解
や
豊
か
な
感
受
性
を
得
る
こ
と
を

目
指
し
た
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
こ
の
指
導
者
を
育
成
す
る
講
座
が
十
月

二
十
、
二
十
一
日
に
こ
も
れ
び
の
里
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
村
民
十
人
、

㈳
日
本
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
の
青
山

裕
子
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
講
義
や
ゲ
ー
ム

体
験
実
習
で
、
基
礎
知
識
と
指
導
者
の
心

構
え
を
学
び
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
一
日
、
美
濃
加
茂
市
の
親
子

が
参
加
し
た
こ
も
れ
び
の
里
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
講
座
参
加
者
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

○
美
し
く
育
て
た
菊
花
の
お
披
露
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
菊
花
展
―

　
菊
花
展
が
十
月
二
十
五
日
か
ら
十
一
月

四
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
愛
好
家
十
一
人
に

よ
る
計
約
五
十
点
の
菊
花
が
役
場
前
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ

た
菊
は
い
ず
れ
も
美
し
く
、
会
場
を
華
や

か
に
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

※
受
賞
者
一
覧
（
敬
称
略
）

・
村
長
賞
　
　
田
口
直
美
（
加
舎
尾
）

・
議
会
議
長
賞
　
今
井
明
美
（
中
通
）

・
商
工
会
長
賞
　
早
瀬
千
津
（
神
付
）

・
め
ぐ
み
の
農
協
東
白
川
支
店
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
河
田
廣
道
（
西
洞
）

・
観
光
協
会
長
賞
　
上
田
捷
吾
（
黒
渕
）

・
菊
友
会
長
賞
　
安
江
永
子
（
西
洞
）

・
努
力
賞
　
早
川
彰
一
（
黒
渕
）

○
ふ
る
さ
と
企
画
、
審
査
員
奨
励
賞

　
―
間
伐
・
間
伐
材
利
用
コ
ン
ク
ー
ル
―

　　
㈱
ふ
る
さ
と
企
画
の
地
域
資
源
を
活
用

す
る
取
り
組
み
が
、
全
国
を
対
象
と
し
た

間
伐
・
間
伐
材
利
用
の
仕
組
み
作
り
コ
ン

ク
ー
ル
で
林
野
庁
に
評
価
さ
れ
、
審
査
員

奨
励
賞
を
受
け
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
取
り
組
み
は
、
切
捨
て
間
伐

の
ヒ
ノ
キ
を
薪
と
し
て
販
売
す
る
仕
組
み

作
り
で
、
村
の
活
性
化
を
目
指
し
て
三
年

前
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
切
り

捨
て
間
伐
材
の
利
用
は
美
し
い
村
づ
く
り

に
も
繋
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
薪
の
Ｐ
Ｒ

を
目
的
に
大
手
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
卸
し

て
お
り
、
出
荷
量
は
開
始
当
初
と
比
べ
五

倍
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
薪
の
生
産
者

を
募
集
中
で
、
い
ず
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
の
産
地
直
送
を
目
指
し
て
い

る
模
様
で
す
。
　

ひがししらかわ�

交流を行なう母親の皆さん

活動を体験する参加者

彩り豊かな満開の菊

受賞トロフィー



日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

○が開館日です

お知らせ

○調査票は 12 月中旬～下旬に配布します。12 月 31 日時点でお答えください。

　毎年国では全国の 4人以上の事業所を対象に、工業統計調査を実施しています。

　この調査は我が国の工業実態を明らかにすることを目的とした、統計法に基づく

報告義務がある重要な統計です。

　この調査結果は中小企業政策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。

■詳しくは役場総務課　企画財政係（内 240）までお問合わせ下さい。

※経済産業省ホームページ　http://www.meti.go.jp/

平成 24 年工業統計調査実施のお知らせ

○年明け最初のほっと茶んねるで

　元気な新年のあいさつをお願いします！

　ＣＡＴＶでは 2013 年の元旦に、「テレビ年賀状」の放送を計画中です。

　村の商工業者の皆さんのあいさつや抱負を紹介し、元気な東白川村をアピールし

ます。また「職場からこんにちは」という番組枠内での放送なので、費用負担はあ

りません。

　この機会にぜひ出演いただき、元気な村づくりにご協力ください。

※番組について

■放送予定日　1 月 1日

　村長、議長の年頭のあいさつ放映後

　（※出演事業所多数の場合は変更有）

■持ち時間　1 事業所当たり 30 秒程度

■内容　旧年中の感謝、新年の抱負や

　　　　売り出しなどのＰＲ

■お申込み・お問合わせ先

役場情報通信係 CATV スタジオ（内：431）

「テレビ年賀状」出演のご案内

村内事業所の皆様へ

子育てママの会　12 月開館日



○ご存知ですか？　農作業車も軽自動車税の申告とナン

バープレートが必要です

　農作業に欠かせない農機具ですが、その中でも運転席（乗

用装置）があるコンバイン、トラクタなどの農耕作業用自

動車は軽自動車税の申告をしてナンバープレート（標識）

を取り付ける必要があります。

　道路を走らず田畑の作業だけで使用する場合でも、オー

トバイや自動車と同様にナンバープレートを付けて作業し

ましょう。

※上記の規格を超えるものは大型特殊自動車の扱いとなり、

軽自動車税ではなく固定資産税（償却資産）の申告が必要

となります。

■詳しくは役場村民課　税務係（内 130）まで

農耕作業用自動車をお持ちの皆様へ

　10/1

　～ 10/31

( 敬称略 )

○誕生おめでとうございます

　安江月愛（伸英・かおり / 曲坂）

　安江怜織奈（将利・三和 / 栃山）

○お悔やみ申し上げます

　村雲忠孝　　　77歳（陰地）

　安江昭吾　　　82歳 ( 平 )

ありがとうございました
10/1 ～ 10/31

( 敬称略 )

【東白川村】
　竹箒 75本、雑巾 91 枚
　　　　　　…老人クラブ高砂会
■ふるさと思いやり基金指定寄付
金 50万円…和田明広
　　　　　　　　（愛知県知立市）

■医療・保健福祉部門指定寄付
金 10万円…今井英史（大沢）
金 5万円…藤原福夫（平）
清拭布…安江浩子（上親田）
清拭布…匿名

■保育園指定寄付
チューリップの球根 70玉
　　　　…安江登貴子（上親田）
木製長机２脚
　　　　…東白川村林業グループ

【社会福祉協議会】
金 10万円…古田なか
　　　　　　　　　（故人：上親田）
金 7,300 円…匿名
ティッシュペーパー
　　　　　…安江登貴子（上親田）
清拭布…東白川村華道クラブ
清拭布…匿名
レジ袋…高井柳子（黒渕）
レジ袋…古田タクエ（平）	
古切手…古田さくの（平）
古切手…曽我自動車　様
古切手…匿名

戸籍の窓

加茂医師会　12 月の休日診療のご案内　（診療時間 ：午前９時～午後５時）
日付 曜日 当番病医院 住所・連絡先（市外局番 :0574-） 医師

2 日 安田内科クリニック　　 美濃加茂市田島町 4-8-6（27-5088） 安田紀久子

9 日 木沢記念病院 美濃加茂市古井町下古井 590（25-2181） －

16 日 濃尾ファミリークリニック 加茂郡川辺町西栃井 1225-1（53-3111） 佐藤哲也

23 月 安藤小児科 美濃加茂市太田町 2821-4（26-0812） 安藤芳孝

24 月 太田メディカルクリニック 美濃加茂市太田町 2825（26-2220） 佐々木裕茂

30 日 西田醫院 美濃加茂市本郷町 7-134-1（28-3371） 西田佳央

31 月 林クリニック 美濃加茂市前平町 1-100-1（28-8899） 林宏史 

ひのき 13cm 以下小丸太…平均単価 /7,900 円
ひのき 14cm 以上…平均単価 /21,400 円　高値 /123,000 円
すぎ…平均単価 /10,500 円　高値 /20,000 円
赤まつ…平均単価 /7,500 円　高値 /15,000 円

総取扱量 /754㎥　総販売高 /1312 万 3 千円

東白川森林組合月末報告　第 653 回共販会

御寄付

区分
小型特殊自動車（軽自動車税の対象）

農耕作業用自動車 その他

車両

トラクタ

コンバイン

田植機

薬剤散布機など

（※乗用装置のあるもの）

フォークリフト

ショベルローダ

タイヤローラ

ロードローラなど

規格

大きさ：制限なし

排気量：制限なし

最高速度：3km/ ｈ未満

大きさ：長さ 4.7m

　　　　幅 1.7m

　　　　高さ 2.9m　以下

排気量：制限なし

最高速度：15km/h 以下

税額 1,600 円 4,700 円
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－10月末住民登録人口から－

世帯数 ………  870世帯
人　口 ………2,654人
(男 1,274人　女 1,380人)

転　入 ……………  3人
転　出 ……………  4人
出　生 ……………  2人
死　亡 ……………  2人

先月と比較して　 1人減
昨年と比較して　42人減
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毎年恒例のお松さま祭りが行われます。

　神事により清められた、松、そよご、

花餅などの正月用品が並びます。

　また、とれたて新鮮野菜の販売や、各種

バザーも行われます。

　迎春用品、お松さま祭りでお揃え下さい。

■期日　１２月２３日（日）天皇誕生日

■時間　午前９時～午後２時頃まで

■会場　道の駅茶の里東白川

■問合せ　㈲新世紀工房　℡：78-3123

お松さま祭りで新年の準備を

昨年も多くの来場者で
賑わいました




